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（様式３） 

水源環境保全・再生かながわ県民会議 令和４年度第３回事業モニター報告書 

 

事 業 名   間伐材の搬出促進事業 

 

                                    報告責任者 三宅 潔 

 

実 施 年 月 日    令和４年 10 月 19 日（水） 

 

実 施 場 所    間伐材搬出地（小田原市久野地内）ほか 

 

評 価 メンバー    青砥 航次、稲野辺 健一、上田 啓二、大原 正志、 

乙黒 理絵、倉橋 満知子、太幡 慶治、土屋 俊幸、 

西田 素子、羽澄 俊裕、古舘 信生、増田 清美、 

三宅 潔、宮下 修一、三好 秀幸 

 

説   明   者   神奈川県森林再生課森林企画グループ 

        神奈川県県西地域県政総合センター森林部森林保全課 

        小田原市森林組合（補助事業者） 

 

モニターのテーマ 

  間伐材の集材・搬出による持続的・自立的な森林管理にかかる実施状況等をモ

ニターする。 

 

事業の概要 

・ねらい 

 間伐材の搬出を支援し、有効利用を図ることで、森林所有者自らが行う森林

整備を促進し、水源かん養など公益的機能の高い良好な森林づくりを進める。

また、併せて、間伐材等の森林資源を有効利用することにより、民間主体の持

続的・自立的な森林管理の確立を目指す。 

 

・内 容 

１．間伐材の搬出支援 

林道から概ね200ｍ以内の範囲の森林を対象として、間伐材の集材、搬出

に要する経費に対して助成する。 

  

２．生産指導活動の推進 

   森林組合連合会が行う、搬出事業者等に対する造材・仕分け指導、生産効

率の高い搬出方法の普及定着を図るための生産効率調査・検証、搬出事業者

と製材工場等との需給調整の仕組みづくり・運営を行う経費に対して補助す

る。 
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・実 績（第３期実行５か年計画／H29～R3） 

 

 

 

 

 

 

 

  経費（単位：千円） 
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評価結果 

共通項目 

① ねらいは明確か 

○公益的機能を発揮することを重視し、間伐材の搬出を目標にして事業計

画がなされており、水源林の保全と木材の有効利用を目指しており、ね

らいは明確である。 

○持続的、自立的な森林管理というねらいは大変明確である。 

② 実施方法は適切か 

○間伐材搬出促進事業を推進するため、林道から概ね 200m 以内の森林を

対象とした間伐材搬出事業費の補助及び神奈川県森林組合連合会が行

う生産指導活動費事業費の補助は適切である。 

○民間を対象に間伐材搬出作業及び生産指導への補助が中心だが、効率化

や間伐の優先順位などをどこまで県として指導しているのかよくわか

らない。 

③ 効果は上がったか 

○貯木場の見学から、搬出された間伐材は樹種、材質により特性に応じた

処理がされている。これは、森林施業事業者の意欲に結びついていると

思われる。 

○事業実施前に比べて着実に間伐材の搬出量は増え、県産材の生産高も上

がっており、当初計画している目標値を超え維持していることは効果が

上がったといえる。 

④ 税金は有効に使われたか 

○作業のために機械化は避けられないが、そのための事業者の負担は大き

い。神奈川県で森林事業を行う業者は小規模なものが多く、効率よく行

うためには課題がある 

○間伐材搬出事業及び生産指導活動の実績は、目標を継続的に達成してい

ることから税は有効に使われている。 

個別項目 

【生産指導活動の実績及び分析・評価の提示】 

〇年間の生産指導実施箇所数は示されているが、箇所ごとの具体的な指導

内容とその指導がどのようにうまく機能しているのかの分析・評価を示

すことが生産指導活動の効果を理解する上では重要である。 

【間伐材搬出事業】 

〇水源林エリアの森林も小規模な林家の持山が多く、スケールメリットを生 
かした間伐などの森林整備事業を計画することにはいろいろな障害があ

る。時間がかかるかもしれないが、森林組合などが先導して地域として、

そこにある力と知恵を生かし公的補助も含めて永続性のある事業の構築が

出来るようなことに目を向けていくことが望まれる。これらの体制を整備

していくために生産指導活動の充実が図られると良いと思います。 
 

評価点 

（５点満点） 

５点（５名） 

４点（９名） 

 

 

 

５点（４名） 

４点（７名） 

３点（３名） 

 

 

 

 

５点（３名） 

４点（９名） 

３点（２名） 

 

 

 

 

５点（１名） 

４点（８名） 

３点（５名） 

 

 

 

５点（１名） 

４点（５名） 

３点（５名）

評価不能等１名 

記載なし２名 
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総合評価 

〇間伐材搬出事業は、水源環境保全・再生施策第３期５カ年計画で定められ

た目標値を達成している。見学させて頂いた、小田原市久野の森林は７０

年生で、管理も良くされている。７０年生と言うことは、戦後まもなくの

頃は草地状の山だったと想像され、これを思うと水源かん養の機能がしっ

かり発揮されていることに感動を覚えた。このような事業に水源環境保全

税が生かされていることは素晴らしいと思った。 

〇特別対策事業により、民有林に手が入り間伐材の伐採から搬出と明るい森

林整備が促進されて水源林機能が維持されてきたと感じられた。それを裏

付けるように、提供された間伐材搬出事業の生産量が事業開始により平成

28 年度には目標値に到達し、以降は維持されているデータも示された。事

業者に対する間伐材の伐採から搬出の機械化への支援、人材育成と確保維

持への支援が、「民間主体の持続的・自立的な森林管理の確立」を目指し

たものであり効果が出てきていると評価した。 

評価点 

（５点満点） 

５点（４名） 

４点（６名） 

３点（４名） 

 

 

 

▼間伐材搬出地 現場視察の様子 
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▼間伐材搬出地 現場視察の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲意見交換の様子   

 

 


















